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行列 , , とする。このとき、以下の問題に答えよ。 
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(1) となることを示しなさい。 BAAB =
 

(2) （ただし、0≦ ≦2π）とし、 とする。 と をともに 2次元直交座標系

の座標原点を起点とするベクトルとす

るとき、 1θ =0  
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2θ の概略の大きさをそれぞれ求
めることにより、 1θ と 2θ 関 を 2θ
を縦軸、 1θ を横軸としたグラフの概形
で示せ(極大値などの計算不要)。ただし、 2θ は、 1y から反時計回りに 2y へ向かう方向を正とし－π ≦ 2θ
≦π とする  
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解答の書き方：このような定性的な図で可であるが、

どこで  が0になるかは、はっきりさせること θ 
２ 

 
(3) を満たす は、2と 3であるが、それぞれの に対応する固有ベクトルを求めなさ
い。 

( ) 0det =− IB λ λ λ

 
(4) を計算せよ(導出過程記載不要)。 nB
 

(5) とし、k=1, 2,・・・, nに対して確率 pで , 確率(1－p)で と定める。

この n 回の を定める操作は，互いに独立である。 , がどのような確率でどのような成分のベク
トルになるかを示せ。 
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(6) がどのような確率でどのような成分のベクトルになるかを示せ。なお n個から r個を取り出す組

み合わせの数を と書く。 
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(7) 次の統計用語の英語訳を語群 Eの中から選び、さらに(i)と(ii)の内容を数式、図をまじえて 2～3行
で説明せよ。 

(i) 標準偏差 
(ii) 正規分布 
 

語群 E: Regular variance, General variation, Normal function, Standard deviation, Normal 
distribution, Right population, Regular profile. 


